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■概要

■条件

■解析

・三次元熱流体解析モデルを用いて漁礁設置による湧昇流等の解析を実施

・流速・水温・栄養塩濃度等から漁礁設置による効果を評価

解析事例；漁場保全の効果解析

境界流速（流量）、初期・境界水温や塩分濃度、海底地形、構造物形状、透明度観測結果

〇人工構造物廻りの局所的な流況検討

〇取排水口付近の流況検討

〇潜堤設置の効果検討

■事例

●漁礁ブロック周辺の流況解析

・漁礁ブロック近傍の流況を把握することで、藻類の定着度を評価

●三次元熱流体解析モデルの概要

質量の保存式・運動量の保存式、エネルギーの保存式に加え、k-εモデルによって乱流解析を
考慮した計算により、水理現象を詳細にモデル化
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漁礁ブロック周辺の流速計算結果から、漁礁として適した
流速となるように、ブロックの大きさと配置を検討する

●海底構造物設置による湧昇流解析

・解析領域中央に人工海底山脈を築造し、潮汐による湧昇流の生成及び湧昇流による栄養塩の分布状況を評価
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詳細に表現したい箇所の格子
間隔を細かく設定

（不等間隔格子設定）
【X-Y-Z断面の格子分割】

【X-Z断面の栄養塩濃度分布】
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人工海底山脈設置により生じた湧昇流により、
海底付近の栄養塩が補償深度まで拡散

⇒ 上層の生物生産性が向上
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